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概要：我々は，「KaDiary/カダイアリ―」：観光日記生成/印刷システムを開発した．カダイアリ―は，観

光者が観光中に撮影した写真から，電子媒体の観光日記を生成し，プリンタを用いて印刷するシステムで

ある．本論文では，カダイアリーの概要について述べる．
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Abstract: We developed the travel diary generating/printing system(KaDiary). KaDiary generates travel
diary which is expressing travel behavior using photos taken by tourists during tourism. This paper describes
outline of KaDiary.

1. はじめに

前田 [1]は，観光情報を「観光者が観光をする際のあらゆ

る場面において必要となる情報」と定義している．安村 [2]

は，観光行動のステージによる観光情報の分類を行った．

市川 [3]は，安村が行った観光情報の分類について，観光

における観光情報は，準備段階で必要な「事前情報」，目

的地で必要な「現地情報」，観光が終わった後に取り扱う

「事後情報」の 3つの情報に分類され，それぞれの段階に応

じた内容と形態で適切な情報を発信していく必要があると

述べている．「事前情報」は，観光旅行への要求の派生と

動機づけになるような，観光イメージを高める情報と，観

光旅行計画を立案するために必要な，観光候補地や宿泊施

設等に関する詳細な情報である，「事前情報」には，テレ

ビ CMや雑誌の他，地方自治体や観光協会が開設する観光
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ポータルサイトや観光口コミサイトなどWebサイトが用

いられる．「現地情報」は，観光案内所などで提供されるパ

ンフレットや地図などがそれにあたる．近年，デジタルサ

イネージや地域内限定で利用できるスマートフォン用アプ

リケーションによって，「現地情報」を提供する自治体も増

加している．「事後情報」は，旅行記やアルバム写真など，

観光行動を振り返り整理するために取り扱う情報である．

加えて，訪れた土地や利用した施設に対する感想や評価に

関する情報も含まれる．また，訪れた土地や観光施設に興

味を持ち，観光旅行後により詳細に調査するため収集した

情報をさすこともある．

我々は，「KaDiary/カダイアリ―」：観光日記生成/印刷

システムを開発した．カダイアリ―は観光者が観光中に撮

影した写真から観光日記を生成し，生成した観光日記をプ

リンタを用いて印刷するシステムである．カダイアリ―を

用いることで，観光者の「事後情報」の生成を支援できる．

また，生成した観光日記を他の観光者へ公開することで，

他の観光者の「事前情報」として活用することができる．

本論文では，「KaDiary/カダイアリ―」：観光日記生成/印

刷システムの開発について述べる．

2. 「KaDiary/カダイアリ―」の開発

カダイアリ―は，観光者が観光中に撮影した写真から電
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図 1 カダイアリ―の概要図

Fig. 1 Overview of the KaDiary.

子媒体の観光日記を生成し，プリンタを用いて印刷するシ

ステムである．カダイアリ―は，Webアプリケーション

として動作するシステムであり，クラウドプラットフォー

ムのMicroSoft Azure[4]上にシステムを構築した．これに

より，本システムは観光者が所持している携帯情報端末を

用い，インターネット経由で利用できる．図 1は，カダイ

アリ―の概要を示している．カダイアリ―は，観光情報送

信アプリケーション，観光情報登録アプリケーション，リ

コークラウドから構成される．

観光情報送信アプリケーションは，観光情報を入力・送

信するためのアプリケーションであり．観光者が所有する

携帯情報端末上で動作する．観光情報送信アプリケーショ

ンは，観光情報入力機能，観光情報送信機能から構成され

る．観光情報入力機能は，観光者が観光日記のタイトル，

観光中に撮影された写真，それぞれの写真に付与されるコ

メントを入力するための機能である．観光情報送信機能

は，観光者が入力した情報を観光情報登録アプリケーショ

ンへ送信するための機能である．

観光情報登録アプリケーションは，観光情報送信アプリ

ケーションから取得した，写真，写真に付与されるコメン

ト，観光日記のタイトルから電子媒体（Webページ，PDF）

の観光日記を生成し，データベースに登録するためのアプ

リケーションである．観光情報登録アプリケーションは，

観光情報抽出機能，Webページ生成機能，PDF生成機能，

観光情報登録機能から構成される．観光情報抽出機能は，

EXIF情報の一部である写真が撮影された撮影日時，緯度，

経度を抽出する．Webページ生成機能は，写真，写真に

付与されるコメント，観光日記タイトル，写真が撮影され

た地点の緯度経度，写真が撮影された日時を用いてWeb

ページ形式の観光日記を生成する機能である．作成された

観光日記は，他の観光者へと共有される．PDF生成機能

は，Webページの観光日記を PDFに変換・生成する機能

である．PDF形式に変換することにより，後述するリコー

クラウド上へのアップロードが可能となる．観光情報登録

機能は，写真，写真に付与されるコメント，観光日記のタ

イトル，Webページ形式の観光日記，PDF形式の観光日

記をデータベースに登録する機能である．

リコークラウドは，クラウド上にアップロードされた

PDFデータを，リコークラウドに接続されたプリンタから

印刷する仕組みである．リコークラウドを用いることで，

観光者は場所・時間にとらわれることなく，クラウド上に

PDFデータをアップデートできる．

図 2，図 3，図 4は，生成された観光日記のサンプル

を示している．図 2は，観光日記の表紙ページを示してい

る．表紙ページには，観光ルートと写真を撮影した位置が

プロットされた地図，観光日記のタイトル，観光に行った

日付，観光した時間，移動した距離が表示される．地図上

の観光ルート算出と写真を撮影した位置のプロットには，

Google Maps APIs[5]を用いた．地図上に表示されている

ピン (A～G)は，写真を撮影した位置を，撮影した時刻順
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図 2 表紙ページ

Fig. 2 Cover Page.

に並べてプロットしており，青色の線は，観光者の観光

ルートを示している．観光した時間は，一番最初に撮影し

た写真と一番最後に撮影した写真の差から算出される．移

動した距離は，地図上に表示された観光ルートから算出さ

れる．図 3は，観光日記のメインページを示している．メ

インページには，観光日記のタイトル，観光に行った日付，

写真，写真に対するコメント，写真が撮影された時間が表

示される．図 4は，観光日記の概要ページを示している．

概要ページには，観光ルートと写真が撮影された位置がプ

ロットされた地図，観光日記のタイトル，観光した時間，

移動した距離，写真，写真が撮影された時間が表示される．

3. カダイアリ―の運用

我々は，システムの有効性を確認するために香川県小豆

島において実証実験を行った．小豆島は瀬戸内海の島々の

1つであり，一年間に約 1000千人の観光客が訪れる．観

光者に観光地で観光日記を印刷してもらうために，リコー

クラウドに接続されたプリンタを，小豆島ふるさと村 [6]

に設置した．観光者は無料でシステムを利用し，観光日記

を印刷することができる．実証実験を実施するにあたり，

多くの観光客に利用してもらうため，一人当たりの，写真

のアップロード枚数を 9枚までとした．また，観光日記は

観光者が観光中に持ち歩くことができるサイズとするため

           

 
A

⾖モビ

2015年08⽉20⽇ 09時55分52秒

           

 
B

アンガー・フロム・ザ・ボトムの壁画

2015年08⽉20⽇ 11時37分23秒

           

 
C

スターアンガー

2015年08⽉20⽇ 11時38分48秒

           

 
D

アンガー・フロム・ザ・ボトム

2015年08⽉20⽇ 11時54分27秒

           

 
E

有名な千枚⽥

2015年08⽉20⽇ 13時50分57秒

           

 
F

エンジェルロード

2015年08⽉20⽇ 14時18分19秒

           

 
G

池⽥港の様⼦

2015年08⽉20⽇ 14時31分04秒

⼩⾖島オリーブ⽇記⼩⾖島オリーブ⽇記

2015年08⽉20⽇

図 3 メインページ

Fig. 3 Main Page.

に，A4サイズとした．実証実験は，10月 21，22，23，29，

30，11月 5，6日の計 7日間で実施された．表 1は，運用

を通じて印刷された観光日記とアップロードされた写真の

数を示している．観光日記は合計で 71冊印刷され，そのう

ちルート情報が取得できた観光日記は 18冊であった．写

真は合計で 492枚アップロードされ，そのうち位置情報付

き写真は 207枚であった．

4. おわりに

本論文では，「KaDiary/カダイアリ―」：観光日記生成/

印刷システムの開発について述べた．カダイアリ―は観光

中に撮影された写真から，電子媒体の観光日記を生成し，

リコークラウドに接続されたプリンタを用いて印刷するシ

ステムである．現在，システムの運用を通じて生成された

観光日記を分析し，観光者の観光行動抽出を行う取り組み

を実施している．
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表 1 印刷された観光日記とアップロードされた写真の数

Table 1 Number of Diaries and Photos which are acquired by KaDiary.

日付 観光日記 ルート情報が取得できた観光日記 比率 (観光日記) 写真 位置情報付き写真 比率 (写真)

10 月 21 日 (金) 3 0 0% 24 5 20.8%

10 月 22 日 (土) 8 3 37.5% 45 23 50.1%

10 月 23 日 (日) 13 3 23.1% 92 36 39.1%

10 月 29 日 (土) 9 1 11.1% 65 23 35.4%

10 月 30 日 (日) 11 2 18.2% 64 18 28.1%

11 月 5 日 (土) 9 2 22.2% 60 24 40.0%

11 月 6 日 (日) 18 7 38.9% 142 78 54.9%

合計 71 18 25.4% 492 207 42.1%

⼩⾖島オリーブ⽇記⼩⾖島オリーブ⽇記

2015年08⽉20⽇

観光した時間：

04時間35分12秒

移動した距離：

40.153Km
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図 4 概要ページ

Fig. 4 Outline Page.
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